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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は，一般的な線形自励振動系を対象として減衰の影響の正確な評価とエネルギー的見地か

らの検討を可能とするような新しいタイプの複素モード解析法を開発するとともに，この手法を駆

使して係数励振系，負性抵抗系，非対称行列系に対する動吸振器の動作原理をエネルギー的見地か

ら解明し，その合理的かつ効率的な最適設計法を確立したものであり，振動工学上寄与するところ

が大きい．よって，本論文は博士（工学）に値するものと認める． 


